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１．はじめに 

 ブログの増加[1]に伴い，ブログ記事の情報源

としての価値[2]が高まっている．しかし，膨大

な量のブログ記事の中から新しく関心を持った

分野の情報を適切に検索することは困難[3]であ

る．そこで，ユーザが過去に投稿したブログ記

事から抽出した嗜好情報を用いて，ユーザの嗜

好に合ったブログ記事を推薦する研究[4][5]が行

われている．しかし，これらの既存研究では，

ユーザの時系列的な興味の推移を考慮していな

いため，ユーザの最新の嗜好に合った情報を推

薦できない問題がある．そこで，本研究では，

ユーザが投稿したブログ記事の時間経過に伴う

内容変化から興味の推移を抽出し，ユーザの最

新の嗜好に合ったブログ記事の推薦手法を提案

する． 

２．研究の概要 

 本研究では，ユーザの嗜好の変化を考慮した

ブログ記事の推薦手法を提案する．本システム

の概要を図１に示す．本システムは，１）学習

機能と２）推薦機能により構成される．入力

データは，対象ユーザが記述したブログ記事群

とし，出力データは，モデル・ユーザのブログ

記事群とする． 

２．１ 学習機能 

 本機能では，カテゴリ別特徴ベクトルデータ

ベースとユーザ別特徴ベクトルデータベースを

構築する．まず，ブログ運営サイトからカテゴ

リ別とユーザ別にブログ記事を収集する．次に，

カテゴリ別に収集したブログ記事に対して形態

素解析を行い，カテゴリ毎に形態素の出現傾向

を表した特徴ベクトルを算出し，カテゴリ別特

徴ベクトルデータベースに登録する．また，

ユーザ別に収集したブログ記事に対して形態素

解析を行い，ユーザごとに形態素の出現頻度か

ら興味ベクトルを導出する．この時，ユーザの

時系列的な興味の推移を考慮するため，時期毎

にブログ記事中の形態素の出現傾向を算出し，

カテゴリ別特徴ベクトルデータベースを参照し

て時期毎にユーザが興味のあるカテゴリを分析

する．分析結果を基に，ユーザの興味ベクトル

の中でも，長期的に興味を持ち続けているカテ

ゴリに頻出する形態素の重みを上げる．そして，

時間経過に伴って興味が減衰することを考慮し，

過去に強い興味があったが，現在は興味が衰退

しているカテゴリに頻出する形態素の重みを下

げることで，各カテゴリにおけるユーザの興味

度を考慮した興味ベクトルを作成する．最後に，

その興味ベクトルをユーザ別興味ベクトルデー

タベースに登録する． 

２．２ 推薦機能 

 本機能では，まず，対象ユーザが記述したブ

ログ記事群を入力し，学習機能における興味ベ

クトルの算出と同様の処理を経て，対象ユーザ

の興味ベクトルを導出する．次に，ブログ記事

を投稿した時期を分析し，対象ユーザが最近興

味を持ち始めた新たな興味カテゴリを抽出する．

そして，ユーザ別興味ベクトルデータベースを

参照し，対象ユーザの興味ベクトルとの類似度

が高く，しかも，対象ユーザが新たに興味を持

ち始めたカテゴリについて長期的に興味を示し
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表 1 実験結果 

 時系列を考慮する 

推薦システム 

時系列を考慮しない 

推薦システム 

適合率 0.67 (40/60) 0.43 (26/60) 

 

ているユーザをモデル・ユーザ群として判定す

る．最後に，モデル・ユーザ群のブログ記事で

頻出している形態素を分析し，そのうち，対象

ユーザのブログ記事に含まれていない形態素を

含むブログ記事群を選定し出力する． 

３．システムの実証実験と考察 

 本提案手法であるユーザの興味の変化を考慮

したブログ記事の推薦手法の有用性を検証する

ために本提案手法である時系列を考慮する推薦

システムと，単語の類似度のみを考慮し，時系

列を考慮しない推薦システムの比較実験を行う． 

３．１ 実証実験 

 本実験では，時間経過に伴う興味の変化を考

慮することで，ユーザの最新の嗜好に合ったブ

ログ記事を推薦できるかを検証する．まず，

ユーザ 1 人が 1 つのブログを開設していると仮定

し，Yahoo!ブログから 60 人分のブログ記事群を

収集する．次に，収集したユーザのブログ記事

群を用いて各ユーザが時期毎に興味のあるカテ

ゴリを分析する．そして，ユーザがあるカテゴ

リに強い興味を示す前に投稿したブログ記事群

をシステムの入力データとし，そのカテゴリに

関連した内容を含むブログ記事を出力できるか

を検証する．なお，ユーザが高い興味を示す分

野を判別する指標として，対象となる興味分野

に関する他ユーザのブログ記事をトラックバッ

ク機能により参照しているかどうかを用いる．

評価指標には，正解データの割合を示す適合率

を用いる． 

３．２ 結果と考察 

 本実験では，ユーザがあるカテゴリについて

興味を持ち始めた段階までに投稿したブログ記

事群を用いて，その後ユーザが高い興味を示す

ブログ記事の内容を推測できるかを検証した．

実験結果を表 1 に示す．表 1 より，本提案手法で

ある時系列を考慮した推薦システムの適合率が

0.67 なのに対して，時系列を考慮しない推薦シス

テムの適合率は 0.43 であった．本実験結果より，

ユーザの最新の嗜好を取得するためには，単語

の類似度のみではなく，時間経過に伴う興味の

推移を考慮することが有用であることを証明し

た．しかし，実験結果を分析すると，流行に流

されやすいユーザや興味が多岐に渡るユーザに

対しては，適切な推薦対象を出力できないこと

が分かった．また，ユーザの興味が推移する過

程は，ブログ記事に書かれている内容だけでは

なく，他ユーザのブログ記事をいつ閲覧したか

といった履歴情報を考慮する必要がある．この

問題に対しては，ユーザがブログ記事を閲覧し

た情報を分析することで克服できると考えられ

る．また，本研究では単語情報のみを解析対象

としたため，ブログ記事中に存在する静止画像

や動画像といったユーザの興味を左右する情報

を考慮できていない．そのため，「旅行」や

「写真」といったユーザの視覚情報に依存する

可能性の高いカテゴリにおいては，適切なブロ

グ記事を推薦できない問題がある．この問題に

対しては，カテゴリ別に静止画像や動画像の出

現率を分析することで，各カテゴリの視覚情報

の重要度を定量化することに加えて，ブログ記

事の本文だけでなく，HTML タグにおける alt 要

素を解析対象とすることで克服できると考えら

れる． 

４．おわりに 

 本研究では，時間経過に伴う興味の変化を考

慮することで，ユーザの最新の嗜好に合ったブ

ログ記事の推薦手法を提案し，実証実験により，

その有用性を実証した．したがって，本提案手

法は，ユーザが興味のあるブログ記事に到達す

るための一助となり，ブログの利便性向上に寄

与できると考えられる．今後は，被験者実験を

行い，ユーザの最新の嗜好を考慮することが

ユーザの興味の喚起において重要であることを

検証する予定である． 
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